
いばらきネットモニター 茨城県民の防災・減災に関する意識調査 

 

１．調査の概要 

 

（１）調査形態 

  調査時期：平成３０年７月１８日（水）から７月３０日（月）まで 

  調査方法：インターネット（アンケート専用フォームへの入力）による回答 

いばらきネットモニター数：３３０名（県内モニターのみ） 

  回 収 率：５０．９％（回収数１６８名） 

  回答者の属性（百分率以下は小数点以下第二位を四捨五入しているため，個々の比率の合計

は１００％にならない場合がある） 

  人数（人） 比率（％） 

全体 １６８ １００．０ 

性
別 

男性 ９４ ５６．０ 

女性 ７４ ４４．０ 

地 
 
 

域 

県北 ２０ １１．９ 

県央 ６１ ３６．３ 

鹿行 １３ ７．７ 

県南 ５７ ３３．９ 

県西 １７   １０．１ 

年 
 
 

 
 
 

齢 

１０歳代 ０ ０．０ 

２０歳代 ５ ３．０ 

３０歳代 ２８ １６．７ 

４０歳代 ３７ ２２．０ 

５０歳代 ３６ ２１．４ 

６０歳代 ２９ １７．３ 

７０歳以上 ３３ １９．６ 

職 
 
 

 
 

業 

自営業 ８ ４．８ 

会社員 ５４ ３２．１ 

団体職員 ５ ３．０ 

公務員 ３ １．８ 

主婦・主夫 ４２ ２５．０ 

学生 ２ １．２ 

無職 ４０ ２３．８ 

その他 １４ ８．３ 

 

（２）調査目的 

   今後の県の防災対策の検討資料とするため，防災・減災に関する意識調査を行うためのも

のです。 

   担当課 茨城県防災・危機管理部防災・危機管理課 防災担当 

   電話：029-301-2885 E-mail：bousai@pref.ibaraki.lg.jp 

  



２．調査の結果 

 

【問１】あなたは，ハザードマップ（揺れやすさマップ，液状化マップ，洪水ハザードマップ，

津波ハザードマップ等）を見たことがありますか。 

 

 

 

◆ 「ハザードマップを見て自分の家がどの程度の災害リスクがあるか分かっている」が最も多

く，半数以上を占めた。 

一方で，「ハザードマップを知らない，見たことがない」，「ハザードマップをしまっている場

所は分かっているが内容は見ていない」との回答も，合わせて４分の１以上を占める結果とな

った。 

  

ハザードマップを見て

自分の家がどの程度

の災害リスクがあるか

分かっている
51.2%

ハザードマップを見な

くても自分の家がどの

程度の災害リスクがあ

るかわかっている
4.2%

ハザードマップを知ら

ない，見たことがない
23.2%ハザードマップを見た

ことはあるが，どこに

しまってあるか分から

ない
14.3%

ハザードマップを

しまってある場所

は分かっているが

内容は見ていな

い
3.0%

見たことはないが，大

雨時や緊急時に見る

からよい
1.8%

その他
2.4%



【問２】災害発生後に，自宅が損壊した場合やライフラインが使えない場合，あなたはどこで避

難生活をしますか。次の中から，あてはまるものを選んでください。（最大３つまで） 

 

 

 

◆ 422 件の回答のうち，「自宅での生活が可能であれば自宅」との回答が 145 件と最多であった。

「市町村が指定した避難所」との回答は，その次に多い 128 件であった。 

  「その他」として，「被害程度（避難期間）によって全く変わる」，「自宅損傷の原因となった

災害種別により対応は異なる」との回答があった。 

  

128

145

25

50

53

4

14

3

市町村が指定した避難所

自宅での生活が可能であれば自宅

自宅敷地内の物置等

車中泊

親戚・知人宅

職場

別のアパート等の賃貸物件に転居

その他



【問３】災害が発生したときの避難所の開設状況などの情報は，どのような手段で把握しようと

考えていますか。次の中から，あてはまるものを選んでください。（最大３つまで） 

 

◆ 446 件の回答の中で，「市町村の防災行政無線」との回答が最多であった。 

次いで「市町村のホームページ」，「街頭ポスター，パンフレット」，「ＳＮＳ（県・市町村な

どの公的機関から発信される情報）」が続く結果となった。 

 

 

【問４】（問３で，「ツイッターなどのＳＮＳ（友人や有名人など，公的機関以外から発信される

情報）」と回答した方にのみ伺います。）利用するＳＮＳについて次の中から，あてはまる

ものをすべて選んでください。 

 

回
答
者
数 

ツイッター ライン フェイスブック インスタグラム その他 

29 7 10 8 4 0 

 

◆ 災害が発生したときの避難所の開設状況などの情報を公的機関以外から発信されるＳＮＳで

把握しようとする場合の利用手段として最も多い回答は「ライン」であった。  

90

32

80

61

24

14

36

32

12

14

8

1

2

31

5

4

市町村の防災行政無線（屋外スピーカー）

市町村の防災行政無線（戸別受信機）

市町村のホームページ

街頭ポスター・パンフレット

ＮＨＫなどのテレビ放送（データ放送含む）

コミュニティＦＭなどのラジオ放送

県の登録制防災情報メール（Ｅメール）

ＳＮＳ（県・市町村などの公的機関から発信される情

報）

ＳＮＳ（友人や有名人など，公的機関以外から発信さ

れる情報）

Yahoo!防災速報アプリ

ＮＨＫニュース防災アプリ

防災情報全国避難所ガイドアプリ（ファーストメディア）

市町村独自のアプリ

市町村役場などへの問い合わせ（電話など）

消防団，消防本部への問い合わせ（電話など）

その他



【問５】家族が離ればなれでいるときに，災害が発生した場合，家族の安否を確認する手段とし

て何を使いますか。次の中から，あてはまるものを選んでください。（最大３つまで） 

 

 

 

◆ 418 件の回答の中で，「電話」，「Ｅメール（携帯電話）」に次いで，「ライン，ツイッター，フ

ェイスブックなどのＳＮＳ」との回答が多数であった。 

 

 

【問６】ここ１～２年ぐらいの間に，家族や身近な人と，災害が起きたらどうするかなどについ

て，話し合ったことがありますか。話し合ったことがあるものを次の中から，すべて選

んでください。 

 

 

 

◆ 453 件の回答の中で，「食料・飲料水」，次いで「避難の方法，時期，経路，場所」が多数で

あった。 

  「その他」10件のうち９件は，話し合ったことはないとの回答であった。 

  

120

108

82

34

30

0

0

27

9

6

2

電話

Ｅメール（携帯電話）

ライン，ツイッター，フェイスブックなどのＳＮＳ

災害用伝言ダイヤル「171」，「Web171」

携帯電話のメールサービス「災害用伝言板」

J-anpi

パーソンファインダー

共通の知人・親戚への電話

共通の集合場所を決めているので連絡を取らない

特に考えていない

その他

52

72

89

46

44

49

30

21

20

10

20

災害時の心構え

避難の方法，時期，経路，場所

食料・飲料水

非常持ち出し品

家族や親族との連絡手段

家屋の安全性

地域の災害危険箇所

居住地域で過去に起きた災害

居住地域以外で過去に起きた災害について

その他

わからない



【問７】あなたのお住まいの住宅は、次のどれにあたりますか。次の中から，あてはまるものを

１つ選んでください。 

 

 

◆ 今回の回答者の住宅のおよそ８割が持家であった。 

 

 

【問８】（問７で「１ 持家（一戸建て）」，「２ 持家（マンション）」と回答した方にのみ伺いま

す。）あなたのお住まいの住宅は，耐震性能を満たしていますか。次の中から，あてはまる

ものを１つ選んでください。 

 

 
回答内容 件数 割合 

1 昭和５６年以降に建築された。 105 78.4% 

2 昭和５６年以前に建築，耐震診断の結果，耐震性を有していた。 4 3.0% 

3 昭和５６年以前に建築，耐震診断の結果，耐震性を有していなかったため，耐震改修を実施した。 3 2.2% 

4 昭和５６年以前に建築，耐震診断の結果，耐震性を有してなかったが，耐震改修を実施していない。 1 0.7% 

5 昭和５６年以前に建築，耐震診断をしたが，結果についてはわからない。 0 0.0% 

6 昭和５６年以前に建築，耐震診断をしていないが，今後予定がある。 0 0.0% 

7 昭和５６年以前に建築，耐震診断をしていないし，今後も予定はない。 10 7.5% 

8 その他 5 3.7% 

9 わからない 6 4.5% 

 合計 134  

 

◆ 今回の回答者の持家である住宅のうち，耐震性能を満たしているもの（１から３までの回答

の合計）が 83.6％を占めた。一方，「昭和５６年以前に建築，耐震診断をしていないし，今後

も予定はない」との回答も 7.5％あった。 

  

持家（一戸建て）
78.0%

持家（マンション）
1.8%

借家（一戸建て）
2.4%

借家（マンション・

アパート）
16.7%

その他
1.2%



【問９】あなたのお住まいの住宅は，どのような建物や家財に関わる保険に加入していますか。 

次の中から，あてはまるものをすべて選んでください。 

 

 
 

◆ 281 件の回答のうち，何らかの火災保険・共済に加入している内容の回答が 136 件と多数で

あった。 

水害保障ありの保険・共済に加入しているとの回答は，水害保障なしの保険・共済に加入し

ているとの回答の半数程度であった。 

地震保険・共済に加入しているとの回答は合計 66件であった。 

  

73

37

61

20

6

5

43

2

14

20

火災保険（水害保障なし）

火災保険（水害保障あり）

地震保険

ＪＡや生協などの火災共済・建物共済（水害保障なし）

ＪＡや生協などの火災共済・建物共済（水害保障あり）

ＪＡや生協などの地震共済

家財の保険，共済

その他

加入していない

わからない



【問 10】自宅の家具等について，固定化するなどの対策をしていますか。次の中から，あてはま

るものを１つ選んでください。 

 

 
◆ 何らかの形で家具・家電などの固定ができているとの回答が 53.6%，「家具・家電などの固定

はしていない」との回答が 43.5％であった。  

ほぼ全ての家具・

家電などの固定が

できている
4.8%

重量のある家

具・家電などの

固定はできてい

る
19.0%

重量のある家具・家

電などの半分程度

の固定はできてい

る
7.7%重量のある家具・家

電などの一部の固

定はできている
22.0%

家具・家電などの固

定はしていない
43.5%

わからない
3.0%



【問 11】自宅での防火対策をしていますか。次の中から，あてはまるものをすべて選んでくださ

い。 

 

 

◆ 477 件の回答のうち，最も多く回答のあった防火対策は，「石油ストーブは，耐震自動消火装

置付きのものにしている」，次いで「石油ストーブのそばに洗濯物やカーテンなどを近づけてい

ない」との回答であり，石油ストーブ関連の防火対策が多数となった。 

  「その他」との回答は，全て，オール電化住宅であることや石油ストーブを使用していない

ことなどを理由に，防火対策を行っていないとの回答であった。 

  

27

61

26

66

62

56

71

37

27

35

9

感震ブレーカーを設置している

消火器を設置している

防炎カーテンなど防炎品を使用している

家電製品のそばに花瓶や水槽を置いていない

石油ストーブのそばに洗濯物やカーテンなどを近付けていない

火気器具のまわりを整理している

石油ストーブは，耐震自動消火装置付きのものにしている

ガスを使わない時は，元栓を締めるようにしている

避難するときは，ブレーカーを落とすようにしている

地域での消火訓練に参加したことがある

その他



【問 12】今，災害が発生したと仮定して，あなたのお宅では，家族が利用できる食料や飲料水は

何日分ありますか。次の中から，あてはまるものを１つ選んでください。 

 

 

◆ １日分以上の備蓄をしているとの回答が８割以上を占めた。うち「１～３日分」との回答が

最多で全体の 45.8%であった。 

  「備蓄していない」との回答はおよそ１割であった。 

  

７日分以上
12.5%

４～６日分
25.0%

１～３日分
45.8%

１日分未満
6.0% 備蓄してい

ない
10.7%



【問 13】あなたが海岸の近くにいるとき，どの情報に接したときに津波からの避難行動を開始す

ると思いますか。次の中から，あてはまるものを１つ選んでください。 

 

 

 

 

◆ 「大きな揺れに襲われたとき」が最も多く 55.4%を占めた。次いで津波注意報，津波警報，

大津波警報が発表されたことを知ったときに避難行動を開始するとの回答がこの順で多く，合

わせて 35.7%を占めた。 

  

大きな揺れに襲われ

たとき
55.4%

津波注意報が発表さ

れたことを知ったとき
18.5%

津波警報が発表され

たことを知ったとき
9.5%

大津波警報が発表さ

れたことを知ったとき
7.7%

家族が避難しよう

と言ったとき
0.0%

周りの人が避難

を始めたとき
3.0%

周りの人に避難を

促されたとき
0.6%

自分のいる場所

に津波が来る可

能性があることを

知ったとき
4.2%

引き波を見

たとき
0.6%

沖合に高い津波が来

るのが見えたとき
0.0%

足下に海水がきたとき
0.0%

その他
0.6%



【問 14】問 13 で，あなたが避難行動を開始しなければならないと思った後，実際に避難行動を

開始するのはいつですか。次の中から，あてはまるものを１つ選んでください。 

 

 

◆ 片付け，情報収集など何らかの行動をしてから避難する内容の回答が半数以上の 56.5%を占

め，「すぐに避難する」との回答は 41.1%であった。 

 

 

【問 15】あなたが津波からの避難行動を開始する場合，避難手段は何ですか。次の中から，あて

はまるものをすべて選んでください。 

 

 

 

◆ 275 件の回答のうち，「歩いて（走って）」と「自家用車」がいずれも 112 件と最多であった。 

  

すぐに避難する
41.1%

何らかの行動（片

付け，安否確認

の電話，スマート

フォンでの情報

収集・発信など，

その場で留まっ

ての用事など）を

してから避難する
56.5%

避難しない
1.2%

その他
1.2%

112

32

5

112

0

5

2

7

歩いて（走って）

自転車

バイク

自家用車

船

その他

避難しない（できない）

わからない



【問 16】大地震が発生したとき，あなたはどのようなことが心配ですか。 

次の中から，あてはまるものをすべて選んでください。 

 

 

◆ 1,169 件の回答のうち，「建物の倒壊」が 132 件と最多，次いで「電気，水道，ガスの供給停

止」が 126 件，「食料，飲料水，日用品の確保が困難になること」が 113 件と多かった。「心配

なことはない」は０件であった。 

70

45

79

93

132

102

33

83

98

113

103

126

79

13

0

0

津波，浸水，堤防の決壊

土砂崩れ，崖崩れ

地割れ，陥没，液状化現象

火災の発生やガスなどの危険物の爆発

建物の倒壊

家具・家電などの転倒

避難場所にたどり着けないこと

外出先・勤務先などから帰宅することができなくなる

こと

家族の安否の確認ができなくなること

食料，飲料水，日用品の確保が困難になること

ガソリン・灯油などの燃料の不足

電気，水道，ガスの供給停止

避難所生活

その他

心配なことはない

わからない


